
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○ 実施日  令和７年８月 23 日（土） 

時 間    13 時 30 分 ～ 16 時 30 分 

 

 ○ 会 場  三重大学教育学部附属幼稚園              

 

○ 参加者  全幼研会員 28 名 乳幼児教育関係者 41 名（計 69 名） 

  

○ 講 師  公益社団法人 全国幼児教育研究協会 顧問 岡上 直子 氏            

 

○ 内 容  講演会「保育の質の向上を目指して 

～主体的・対話的で深い学びの視点から保育を見直す～」 
 

１．ワクワク・ドキドキして遊ぶ子どもの姿 

・保育を充実させた保育者の関わり、子どもの興味関心、発達から考える。 

子どもの学びの豊かさ・深まり＝保育の充実 

・子どものイメージを受け止めて、ワクワク・ドキドキする環境を構成し、子どもの

遊びの発展・変容から環境の再構成や援助を工夫していく。主体的・対話的で深い

学びになっているかどうかは、子ども自身が思いをどう発揮しているか、周囲とど

う関わっているかを見ていくことが大切である。その際「乳幼児期に育みたい資質・

能力」の図の中身を参考に、どの姿が育っているかを見付けていく。 

 

２．多様な体験が生まれる環境の構成 

・不思議さ、心地よさ等を味わう機会を逃さず、感触を味わう。 

・時間・空間、チャレンジしたくなるような場、遊びの 

楽しさが伝播しやすい場、主体的・対話的な動きを生 

み出す環境等、多様な学びの可能性をイメージしなが 

ら環境構成を工夫する。 

 

３．主体的・対話的で深い学びを支える教材等の工夫 

 ・「やってみたい」と思える環境で、遊び（素材等）の 

 

 

４．空間の意味 

→遊び（素材等）の特性に応じてイメージの広がりを大切に 
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  特性に応じてイメージの広がりを大切にする。保育者も楽しみ、素材の提示や製作

過程の援助を行うことが発達を促す。学びを充実させるのは、保育者の力量である。 

 

参加者が２歳児から５歳児のグループに分かれて、1枚の写真の場面からイメージ

して子どもの遊びの中の多様な学びの可能性を考えて話し合った。その後、各グルー

プが意見を発表し合い、学びを共有した。 

 

参加者の声・・・ 

・今回の研修を通してまずは子どもたちをよく観察して、何にワクワク感じているのか

を知ることが大切だと改めて感じました。子どもたちのワクワクすることをたくさん

発見し、アイデアや工夫を提供して遊びが広がっていけるようにしたいと思いました。 

・いろいろな市町や立場の先生方と子どもの姿についてお話しできて、楽しく、あっと

言う間の時間でした。 自分の思いだけではない考えが聞ける時間や、子どもを真ん中

に置いた話し合いは学びになりました。 

・1 枚の写真の子どもたちの姿から様々な学びにつながる姿があり、またグループで話

し合うことで、自分が気付かなかったことを教えてもらう機会もあり、自分自身の子

どもの捉えの狭さを感じました。日々の保育の中でも、子どもの姿について話をする

機会を大切にしていきたいと思います。 

・保育者が子どもたちと対話し、自らも一緒に保育を楽しんでいくことで、遊びがつな

がり複合的な育ちにつながっていくことを改めて思い返す機会となりました。その中

で、子どもの思いつきやアイデアを聞き逃さず、援助していく力量や経験を養ってい

くことで、より遊びが充実し子どもたちと一緒に「面白い」を体験できるところの保

育の楽しさがあることもよく分かりました。今後は、自分の資質を向上させ、子ども

の発達の最近接領域が伸ばせるような環境が整えられるような保育を目指していきた

いと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

○まとめ（成果と課題） 

遊びの中の学びの可能性を読み取り、場の構成や乳幼児の発達に即した素材・教材

の選択・提示等、環境構成を充実させていくことが、主体的・対話的に深い学びとな

り、保育の質の向上につながっていくことを学びました。主体的・対話的で深い学び

の視点から、学びを読み取る目や想像力の大切さ、学びの可能性について語り合い、

改めて保育の楽しさを感じるとともに、保育を見つめ直し、保育者の力量を高めてい

くことの大切さを学び合う貴重な機会となりました。 


